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Ⅰ．総括 

令和７年度一般会計当初予算の総額は、前年度に比べ２３．６％（１２億０，８０

０万円）増の６３億２，４００万円と過去最大規模の予算編成となりました。 

歳入の町税収入については、個人住民税、法人住民税、軽自動車税、町たばこ税、

入湯税は前年度実績を鑑み増を見込み、また固定資産税は評価替えに伴う減を見込み、

町税全体では前年度予算を下回ることが見込まれ、対前年度当初比３５１万円（０．

３％）減の１３億７５９万円、地方交付税は地域おこし協力隊員の増などによる特別

交付税の伸びを勘案して増額の見込みとなっていることから、対前年度当初比３，５

００万円（２．１％）増の１７億１，５００万円、小学校統合準備事業として統合小

学校の設計費用及び青少年センター改修事業として改修工事等を実施することから

公共施設整備基金繰入金から３憶４，６０８万円の皆増、国勢調査及び参議院議員選

挙費の増に伴い県負担金は対前年度当初比１，３２８万円（３．８％）増の３億５６，

６３５万円、国庫支出金は、システム標準化に伴うデジタル基盤改革支援補助金及び

児童手当制度拡充に伴い対前年度当初比１億７８６万円（３２．１％）増の４億４，

４１２万円を見込んでいます。 

町債発行額は、防災行政無線子局更新及びＪ－ＡＬＥＲＴ受信機更新事業を実施す

ることにより緊急防災減債事業が大きく伸びたため、対前年度当初比５億１，０９０

万円（４１７．４％）増の６億３，３３０万円で、令和７年度末の町債残高見込みは、

３９億７，７０４万円、財政調整基金繰入金は前年度当初予算から１億９，１３７万

円増の５億４，０６５万円で令和７年度末の残高見込みは９億４，１２４万円となっ

ています。 

歳出の主な新規事業として、ハード面では、町内３小学校の統合に伴う新設小学校

の設計に継続費として今年度は１億１，５３８万円、防災行政無線の子局更新事業と

して４億５，４７４万円、青少年センター改修事業として防水、ＬＥＤ、空調工事な

どとして３億３，５２０万円を計上し、ソフト面においては、前回更新から７年を経

過した白子町地域防災計画を全面的に見直し、改訂業務委託を実施することにより実

践的な計画を策定します。また、被災者生活再建支援システムの導入を実施し、発災

時の生活支援業務を円滑に進めるための整備を行います。子育て世帯の経済的負担を

軽減するため、町内小中学校に在籍する児童生徒の学校給食費の無償化を実施します。

また、学校給食費無償化の対象とならない児童生徒の保護者（区域外就学、食物アレ

ルギー等による代替え弁当）に給食費を補助します。 


